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事業計画概要について 

 

【売上高及び損益計画】平成30年４月期 

    (単位：千円未満切捨て) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

平成 29年４月期

（実績） 
768,400 9,027 2,740 1,925 1.20円 

平成 30年４月期

（計画） 
1,627,933 23,921 9,227 6,108 3.09円 

 

【平成 30 年４月期業績予想の前提条件】 

（１）当社全体の見通し 

   わが国経済は、デフレ脱却を国の基本政策としているにもかかわらず、全体的な景気

浮揚につながっていないのが現状であります。 

   木材業界におきましては、住宅ではない低層の公共物件、公共施設に準ずる、いわゆ

る中小の「非住宅」建造物の増加、そしてそういった公共物件等への国による木材利用

促進の政策が追い風となっております。 

住宅業界におきましては、住宅着工件数は減少傾向にあるものの、住宅ローン金利の

軽減や金融緩和等様々な措置により底堅い需要があります。 

 

（２）個別の前提条件 

   当社は、平成 28 年９月１日に木材卸売業を営む旧クボデラ株式会社を吸収合併し、

決算期を６月 30 日から４月 30 日に変更しております。その結果、平成 29 年４月期は、

木材事業が８か月、住宅事業が 10 か月の実績となっているため、前年同期比較は記載

しておりません。 



 

 ①売上高 

   木材事業におきましては、当社首都圏サービスセンターが平成 29 年６月に「製材等

ＪＡＳ認定」を受け、公共事業や非住宅建造物の需要に対応することができるようにな

りました。また、同８月には相模原販売所の増員を行い、株式会社オープンハウス・ア

ーキテクト（東京都立川市）の神奈川県エリア、株式会社平成建設（静岡県沼津市）の

神奈川県・東京都エリアでの納材を開始いたしました。これらの要因により売上高を

1,515,320 千円と予想しております。 

   住宅事業におきましては、東京の城南地区、神奈川県の横浜及び川崎地区を中心に、

地場工務店的な草の根営業をより徹底していくことで、売上高を 112,613 千円と予想

しております。 

   この結果、売上高は 1,627,933 千円を予想しております。 

 

 ②売上原価、売上総利益 

   平成 29 年４月期の各事業の売上原価率を考慮して見積もっております。 

この結果、売上総利益は 299,252 千円と予想しております。 

 

 ③販売費及び一般管理費、営業利益 

   販売費及び一般管理費は、平成 29 年４月期の実績に、相模原販売所における人件費

や減価償却費の増加、また株式公開費用等を考慮し、275,331 千円と予想しております。 

   この結果、営業利益は 23,921 千円と予想しております。 

 

 ④営業外損益、経常利益 

   営業外収益及び営業外費用は、平成 29 年４月期の実績を考慮して見積もっておりま

す。 

   この結果、経常利益は 9,227 千円と予想しております。 

 

 ⑤当期純利益 

   法人税等の 3,119 千円を控除した結果、当期純利益は 6,108 千円と予想しておりま

す。 

以 上 

本開示資料は、投資者に対する情報提供を目的として将来の事業計画等を記載したものであって、投資勧誘を目的とし

たものではありません。当社の事業計画に対する評価及び投資に関する決定は、投資者ご自身の判断において行われる

ようお願いいたします。 

また、当社は、事業計画に関する業績目標その他の事項の実現・達成等に関しその蓋然性を如何なる意味においても保

証するものではなく、その実現・達成等に関して一切責任を負うものではありません。 

本開示資料に記載されている将来に係わる一切の記述内容（事業計画に関する業績目標も含みますがそれに限られませ

ん。）は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の判断に基づくものであり、将来の経済環境の変化等を含む事業

計画の前提条件に変動が生じた場合その他様々な要因の変化により、実際の事業の状態・業績等は影響を受けることが

予想され、本開示資料の記載内容と大きく異なる可能性があります。 


